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イエ（Dunoyer, Charles, 1786‐1862）についての議論に功利主義批判の態度がはっきりと表明
されている。ただし、スタール夫人の作品を批評する中で示される「道徳小説」の概念は、ア
ダム・スミスの道徳哲学のコンスタンによる再編であって、コンスタンの思想は、ロマン主義
への屈折を拒否する自由主義的政治哲学の枠組みの中にとどまるものである。

ジェイムズ・ミル　Mill, James, 1773-1836
スコットランドの哲学者、歴史家、経済学者。イングランドの哲学者、経済学者であるジョン・

ステュアート・ミル（Mill, John Stuart, 1806‐1873）の父。スコットランド東海岸のモントローズ近
郊、ノースウォーター・ブリッジ生まれ。エディンバラ大学に進学してギリシア古典などを学び、
神学課程を修了して牧師の資格を取得。1802年にロンドンに出て文筆活動を始めた。1808年にベ
ンサム（Bentham, Jeremy, 1748‐1832）に出会って功利主義を信奉するようになり、その原理の応
用としての社会改革を目指す「哲学的急進派」の指導者として活躍した。『リテラリ・ジャーナル』

（The literary journal, 1803‐1806）、『セント・ジェイムズ・クロニクル』（St. James chronicle）、『エディ
ンバラ評論』（Edinburgh review, 1802‐1929）などに多数の論説を執筆、『エンサイクロペディア・
ブリタニカ』第4、5、6版補遺（Supplement to the fourth, fifth and sixth editions of the Encyclopædia 

Britannica, 1824）にも政治や法律、教育などの論説を寄稿した。とくに政治に関する論説は、1820
年代に世論に非常に大きな影響をあたえ、1832年の第一次選挙法改正に結びついた。ジャーナ
リストとして活動するかたわら、10年あまりかかって執筆した『英領インド史』（The history of 

British India, 1817）が評判となって東インド会社に就職し、1830年には幹部職であるインド通信審
査部長まで昇進した。

他の著書として、『経済学綱要』（Elements of political economy, 1821）、『人間の精神現象の分析』
（Analysis of the phenomena of the human mind, 1729）などがある。

（69）『英領インド史』　全3巻　1817

The history of British India. In three volumes. London: Printed for Baldwin, Cradock, and Joy, 
1817.

『英領インド史』はインドに関する体系的な最初の著述であり、インドについて「ヨーロッ

『英領インド史』
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パ人が実質的に関心を持つすべての情報を網羅すること」をめざして執筆された大著である。
インドの社会、政治、法律、租税、宗教、慣習、文学、芸術の歴史であり、イギリスのインド
支配の叙述でもあるといえる。ミルによれば、「批判的歴史」を書くために必要なのは、主題
についての直接的、限定的な知識ではなく、断片的な観察をもとに事実を判定するために必要
な「人間性の諸法則に関するこの上なく深い知識」と「人間社会の諸原理に関する最も完全な
理解」を備えていることが重要であると強調する。事実、ミル自身インドを訪れたこともなけ
れば、現地の多くの言語のいずれをも修得したこともないといい、スコットランド啓蒙思想の
哲学的な歴史方法論と、ベンサムの功利主義による分析をくわえて叙述されている。

ウィリアム・バロン　Barron, William, d. 1803
歴史家。1757年からグラーズゴウ大学で、スミスに学ぶが卒業せず、1761年からはセント・ア

ンドルーズ大学で学ぶ。1762年から教区牧師の職につく。1778年にはセント・アンドルーズ大学で、
ウォトスン（Watson, Robert, 1730?‐1781）の後任として、論理学・修辞学・形而上学教授に選考さ
れ、亡くなるまで勤める。近年まであまり研究されていないが、スミスとの関連が深い人物ではな
いかとされる。アダム・スミスの蔵書目録には、展示図書（70）のほか、2冊が含まれている。

（70）『古代自由国家の植民地化史』　1777

History of the colonization of the free states of antiquity, applied to the present contest between 
Great Britain and her American colonies. With reflections concerning the future settlement of these 
colonies. London: Printed for T. Cadell, 1777.

古代の帝国主義国家の原理を英国とアメリカ植民地との関係に応用して、その危機を理解し
たうえで、アメリカにイギリス議会への代表権を認
めるとして、スミスの『国富論』を批判する内容も
含まれており、匿名で出版された。

その翌年にはユトレヒトで仏語訳（Histoire de 

la fondation des colonies des anciennes républiques: 

adaptée à la dispute présente de la Grande Bretagne 

avec ses colonies américaines）が出版される一方、ケ
ンブリッジ大学のシモンズ（Symonds, John, bap. 

1728, d. 1807） が 批 判 し て Remarks upon an essay, 

intituled, the history of the colonization of the free states 

of antiquity, applied to the present contest between Great 

Britain and her American coloniesをロンドンで出版し
た。

（71）『文学論理学講義』　全2巻　1806

On lectures on belles lettres and logic. In two volumes. London: Printed for Longman, Hurst, 
Rees, & Orme, and Bell & Bradfute, 1806.

セント・アンドルーズ大学の論理学・修辞学・形而上学教授として、1781年に講義要綱�
Synopsis of lectures on belles lettres & logic read in the University of St Andrewsを書いているが、本
書はこれにもとづいて匿名でバロンの死後出版され、18世紀半ばにスミスやブレア（Blair, 

Hugh, 1718‐1800）らが新しく導入し、スコットランドの各大学で実施されている修辞学研究
について改めて明確にしたものである。この中で、スウィフト（Swift, Jonathan, 1667‐1745）

『古代自由国家の植民地化史』
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の文体を評価していることから、スミスの影響を受
けているといえるのではないかとされる。

『文学論理学講義』



― 60 ―

Mizuta, Hiroshi (Ed. with an introduction and notes) Adam Smith’s library: a catalogue. Oxford: 

Clarendon Press, 2000.
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Oxford dictionary of national biography. Oxford: Oxford University Press, 2004. 60 vols. (Online edition 
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